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令和８年 10 月 1 日 福岡市水道局 

給水装置工事におけるリモート検査に関する実施要領 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本要領は、給水装置工事に係る管理者による検査を遠隔により実施（リモート検査）する

場合の基準及び手順を定め、指定給水装置工事事業者（以下事業者）の利便性向上を図るとと

もに、適正な検査を効率的に実施することを目的とする。 

（適用範囲） 

第２条 本要領は、原則、一般用の戸建て住宅及び一時用の給水装置工事に適用する。なお、複

数メーター設置、共同住宅（マンション・アパート等）、貯水槽方式、直結増圧方式、井水併用、そ

の他管理者が立会検査を必要と判断した給水装置工事については適用しない。 

※リモート検査とは、動画撮影用のカメラ等によって取得した映像及び音声を利用し、遠隔地から

Ｗｅｂ会議システム等を介して「管理者による検査」を行うことをいう。 

第２章 検査方法 

（通信手段） 

第３条 検査は、検査担当職員（以下、検査員）及び事業者が Web 会議システム（Zoom 等）を

用いて実施することを原則とする。 

（機器及び仕様） 

第４条 リモート検査に使用する動画撮影用のカメラ(スマートフォンやタブレット、ウェアラブルカ

メラ、360°カメラ等)及び水質検査器具（残留塩素及び電気伝導率の測定ができるもの）は事業

者が準備、運用するものとする。また、リモート検査に用いる動画撮影用のカメラは検査員と協議

の上、確認行為を実施できるものを選定する。 

動画撮影用の資機材等の仕様における参考数値を表１～３に示す。ただし、ここに記載する参

考数値については、今後の映像・通信技術向上により、参考数値が適切ではなくなる場合も想定

されることから、現場での適用を拘束するものではなく、管理者・事業者間にて協議の上、判断す

るもの。 

（通信費用） 

第５条 動画撮影用の通信に要する費用は事業者の負担とする。 
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第３章 検査手順 

（予約） 

第６条 事業者は、検査受付窓口にて検査日時を予約すること。 

（事前準備） 

第７条 事業者は、検査完了書類一式（検査完了届、図面及び竣工写真等）を事前に提出し、検

査対象箇所を撮影可能な状態に整えておくなど、事前準備を行うこと。 

（検査実施） 

第８条 検査箇所の位置関係を把握するため、事業者は、検査前に遠隔実地周辺の状況を検査

員に伝え、検査員は周辺の状況を把握したことを事業者に伝える。 

第９条 検査員は、Web 会議システムを介して給水装置工事の施工状況、メーターの設置及び

動作状況、各給水器具の設置状況、水質検査状況等給水装置工事施行基準の検査項目を確認

する。また、必要に応じて追加等の指示を行うことができるものとする。 

（結果通知） 

第１０条 検査終了後、検査員は合否をオンラインにより通知する。不備がある場合は是正指示を

行い、再度検査を実施する。 

第４章 留意事項 

第１１条 電波状況等によりリモート検査が中断された場合について、事前に管理者・事業者間で

予備日を取り決める、もしくは現場での立ち入り検査を後日実施すること。 

第１２条 動画撮影用のカメラの使用は、意識が対象物に集中し、足元への注意が薄れたり、カメ

ラの保持・操作のために両手が塞がることにより、転倒等の事故につながる場合があるため、撮影

しながら移動する場合は進行方向の段差・障害物の有無を確認するなど、安全対策に留意するこ

と。 

第１３条 事業者は、施工現場外ができる限り映りこまないように留意すること。 

第１４条 事業者は、作業員のプライバシーを侵害する音声が配信される場合があるため留意す

ること。 

第１５条 事業者は、故意に不良個所を撮影しない等の不正行為は行わないこと。 

第１６条 検査中は、事業者（給水装置工事主任技術者もしくは施工現場を熟知した者）が常時立

会い、検査員の指示に従うこと。なお、事業者は、給水装置工事施行基準第 6.14.1「主任技術者

による検査」に定める主任技術者による検査を確実に実施し、その徹底を図ること。 
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第１７条 事業者は、検査中に事故及び何らかのトラブル等が発生した場合は、直ちに安全確保に

努めるとともに、検査員の指示に従い適切な対応を行うこと。 

第１８条 本要領によりがたい場合は、適宜、管理者と事業者とが協議して定める。 

第５章 付則 

第１９条 本要領は運用状況を踏まえて改定する。 
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参考資料 

表１ 動画撮影用カメラ等に関する参考値 

 

表１ 動画撮影用のカメラ等に関する参考数値 

 

 

 

※通信環境、目的物の判別を勘案して、監督職員との協議により、画素数は 640×480 程度以

上、フレームレートは 15fps 以上とすることができるものとする。 

 

表２ Web 会議システム等に関する参考数値 

 

 

 

※現場の通信環境により実際の通信速度は変化するため、通信環境が悪い場合は、その状況に

応じて通信可能な映像の画素数等に留意すること。 

 

表３ 画質・画素数に応じた最低限必要な通信速度 

 

 

 

 

 

※使用する機器の機能としては仕様を満たしていても、機器の設定により仕様を満たさない場合

があるため注意すること。(例：使用する端末の画質を「高設定」にした場合は仕様を満たすが、

「低設定」にした場合仕様を満たさないことがあるため、端末画質を「高設定」にすること。) 


